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      花 に 關 す る 榮 養 化 學(其 の二)

        花椰菜の成分と,八 重櫻の花,菜 種の花

        及び花椰菜のヴィタミン

               近 藤 研 究 室

           信   濃     榮

           森   本   益   司

              1・緒   .  言

 襲に筆者1)は藤の花の うちにはヴィタミンA,B一複合髄並にEの 作用を有するものが多量に含

まれて居ることを動物實験によつて明になし,更 に蛋白に就ても實験 したる所 を報告 した・其

の後,引 き績 いて八重櫻の花,菓 種の花並に花椰茱について實験を行つたが故に本報に於て一・

括 して報告する次第である・

 櫻花は古來専 ら槻賞せられる花であるが一部の人には盤漬 とな して食用に供せ られ或は湯に

投 じて飲料に供せられ ることもある・この盤漬は主として紳 奈 川 縣 國 府 津 附近にて八重櫻

(Prunus serrulata var. Lannesiana.)の 花部を原料として製造せられて居 る.

 花椰茱(Brassica oleracea L. var. botrytis L)は 甘藍の一一nj種に して肉質塊状 となつた花部

を食用に供するのである・軟 くして美味であるが故に需要が女第に増加するのである・

 茱種(Brassica campestris L sulsp. chinensis Makino.)の 花 は花部全髄 を花椀私」=1寸内外附

着せるま 瓦にて糠漬に して黄金色に漬あげ所謂"こ がの漬"と して食用に供 する外,盤 漬も亦

珍重せ られ筍のである・之は京都近郊に於てよく生産し殊に京都府乙訓郡久我村一帯 を本場 と

し京都市松ケ崎附近に於ても亦生産 される・

 筆者は之等の花の うちのヴィタミン等を研究するに當つては主産地の ものを選んで實験材料

としたのである・

              2.實 験 成 績

 (a)費 験材料 八重櫻の花:紳 奈川縣國府津騨前川,伊藤牛四郎商店に依頼 し昭和12年4月

17日,盤 漬原料 として採集せるものを,直 に叢邊 して翌十八 日朝,實 験室に到着せる八重櫻の

                  (44)
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花 を用ゐた.直tc 一部 を採 り一般成分 を定量し・他を陽乾 して水分14・23%の ものと7aし・之

を動物試験の材料 とした.

 花椰茱:一 般成分定量には静岡産のExtra early snow Bal1種 を昭和12年4月5日 大阪中央市

場にて購入して用ゐ,窒 素質物,炭 水化物に關する研究、及び動物實験の材料には,同 檬静岡

産の ものを京都市四條祇園石段下,河 合園より購入して用ゐた・動物試瞼には之を一旦85。C

の熱湯中に約7分 間浸 したるものを通風乾燥器内にて45。Cに て乾燥 し水分1M6%の ものと

なして用ゐた・

 菓種の花:昭 和11年5月5日,京 都府乙訓郡久我村にて"こ がの漬"原 料 として採集せるもの

を求めた・一般成分を定量後,他 を陽乾 して水分17・65%の ものとなし,動 物試験に用ゐた・

 (b)一 般成分 先づi新鮮 物に就V・て一般成分 を定量 し女の如き結果 を得た・之に依れば三

種 ともに主要成分は炭水化物であるが窒素の含量 も亦少 くない けれ ども此の窒素 は必すしも

すべてが蛋白態をな してをらないことは定量結果からもよく推知し得 られる.

                 第   i  表

              各 種 花 の 一 般 成 分

                 (新 鮮 物 中)

     威分 水 分 舗 、籍 脂 肪 繊 維 糖 類 次 分 全鑛 垂嘆
  花の種類   %    %    %    %    %    %    %    %

  八 重櫻の花  87・68  2・94  0・36  2・24  5・87  0・91  0・47  0・26

  花 椰 菓 92.19 2・57 0.28 0・84 3.53 0.59 0.41 一

  菓 種 の 花  80.00  7.00  L83  2.45  7.05  1。67  1.12  0,85

                  (無 水 物 申)

隷 水%分 響 脂%肪 繊%維 攣 友ノ 全野 響
  八 重 櫻 の花   一   23.86  2.92  18.18  47.65  7。39  3.81  2.11

  花 椰 茶 一  32・91 3.59 10.76 45.19 7.55 5.25 一

  茱 種 の 花  一  35・00  9・15 12・25 35.15  8.35  5.60  4。25

 (c)花 椰 楽の主要 成分 此 等の花の 中,現 今最 も一般tci食 用 として賞味せ られ てゐるのは

花椰菓 で ある・ その可食部分 の総重量 に封 する割合 の一例 を示せぼ吹 の通 りで ある.

                        9         %

        纏      重     量               3085              100。00

        可 食 部 (花部)         853        27.65

        不 可 食 部   2232   72.35

          {韮軸。太.紛   {響
    備考:昭 和12年4月5圓 大阪市中央市揚にて購入せる静岡産Extra early snow Ba11種 に就て
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 而して可食部である花部の主要成分は他の花 と同檬,炭 水化物 と窒素質物であることは一般

成分定量結果が示す如くである・そこでこの爾成分に就て實験した経過を一括して表示すれば

第2表 の通 りである・

                   第   2  表            、

    、        花椰茱の成分に就ての實験経過一覧
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(1)窒 素質物:一 第2表 に示す如き實験を行つて花椰菜中の窒素質物の形態を調査した・

その結果 より各種形態の窒素の割合を表示すれば女の如 くである・

                 第   3  表

            花 椰 菓 中 の 窒 素 の 性 質

           全窒素を100と し               水に可溶態窒素を           
た場合 %                     10Qとした場合%

                    Nbumin ue窒 素        6.7

                    80%酒 精溶液中より沈澱する窒素      34・7
  水に可溶態窒素      70.5
                    濾 液 中 に 残 る 窒 素・      58.6

                       計                100.0

                                  水に不溶態窒素を
                                  100とした揚合

                    0.2%苛 性曹達を含む70%温 酒精に      %
                    溶解する窒素              36。4

                    溶 解 しな い 窒 素       63.6

                        計                100.0
  水に不溶態窒素      29.5                      、

              樫 蔭乏鹸 鴛 蕪 の溶灘 脚  …5
                    麹酸酸性にした際に沈澱する窒素      0.35

                    挙舞 棄ステ職 をカロへた曝 沈澱 園
  備 考:

            ,    友 分 に 就 て

                        全茨分を100とした場合

          水に可溶態の茨分             27.8

          水に不溶態の次分           72.2

 水浸出液100cc申 には80.62 mgの 窒素存在 し,且 つmillon反 慮 を呈 し,酷酸 を加ふるか,

加熱するか,叉 は硫安Y2飽 和にすれば何れ も沈澱を生す・そこで水浸出液を80。C.に て10分間

加熱塵理 した時に凝固し來るものを分離調製した.こ 、に得た ものは友白色粉末にして窒素含

量14・14%あ り,そ の性質上Albuminに 属する蛋白と見なし得 これを加水分解してVan

Slyke法 に より各種形態の窒素量を定量せる結果は第4表 の通 りである.こ れを植物種實中の

Albuminの 一例 として小褻のLeucosinを とり,そ の全窒素量,ア ンモニア態窒素,盤 基態全

窒素,モ ノアミノ酸態全窒素等 と比較すれば表中に示す如 くである・之によれば花椰菜Abumin

は盤基態全窒素含量に於 て小萎Leucosinに 近 く,從 つてその榮養便 もさほど劣等 とは考へら

れないが,含 量の極めて僅であることよ りみて花椰菜を蛋白給源の食品 とするのは不適當であ
 の

ると考へ られる・

                    (47)
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                第   4  表

             花椰菜中のAlbumin態 蛋白の形態

              無水 物 ・ 蒜 認蝶 。 小i鵠醤 鍔in
                 %        100と した時%        %  &

  全       窒       素          14.重4              -                16.93

  熱 勲 酸 不 溶 態 窒 素    0.38      -       ～

  熱 箆 酸 可 溶 態 窒 素    13.76     100.0      一

  ア ン モ ニ ア 態 窒 素    1.03      7.5      1・16

  ヒ ユ ー ミ ン 態 窒 素    0.19      1.3      一

  蜷 基 態 全 窒 素.   3.19      23.2      3.50

  窺基中のアミノ態 窒 素      1.48        10.8         一

  ア ル ギ ニ ン 態 窒 素    0。53       3.9       _

  ヒ ス チ ヂ ン 態 窒 素    1.98      15.0      一

   リ ヂ ン 態 窒 素t  O.65    4.7    一

  シ ス チ ン 態 窒 素   0.04     03     -_

  モ ノアミノ酸 態 全 窒 素     8.93      64・9       11・83

  モ ノアミノ酸中のアミノ      758        55.1         _  態窒素

      計XN    13.34    96.9    -

  + OsbOrne and Harris;Journ. Amer. Chem. Socり 25,323・(1903),

  繰 ア ンモニア態窒素,ヒ ユーミン態窒素,簸 基態全窒素,モ ンアミノ酸態全窒素の合計

 以 上の實験結果 よ り考察 するに花椰菓 中の窒素 の70%は 水 溶性 で はあるが,そ の大部分 は種

實 に存在 する所謂貯藏蛋 白 中の窒素 とは異 りた る性質 を示 すので ある・花部 は植物 に於 て,最

も複雑 なる生 活作 用 を螢む部分 であつて,果 實,種 子 はこの 中に育 まれ てゆ くので ある.換 言

すれ ば生活作用 の最 も旺盛 に働 きつ 瓦ある部 分で ある・從 つ て この部分 に存在 する蛋 白 は流動

的 の もので種實 に存在 する貯藏蛋 白 とは異 りて一つの固定的 な蛋 白へ の攣 化の渦程 にあ りと考

へ らる・ そこで 今,花 部 中の蛋 白の形態に就 て考 ふるに色素等 と結 合 して所 謂複合蛋 白 として

存在 する もの もあるで あ ら うが,他 方,合 成過程 にある所のPolypeptide, Proteose, Peptone

等 も亦多 いので はなか らうか と想像 され る・ この貼に就 ては今少 し多 くの實験結果 を得 て他 日

論 じたい と思 ふ・

 (2)炭 水 化物;一 花椰 菓 を水で浸出 し,水 浸出液 を80。Cに10分 聞 加熱 し凝 固物 を分 離 し
                             o

たる濾液は之 を50。C以 下icて 減堅濃縮 して一定量500 cc.と なした・ こ玉に得た 濃褐色粘稠

不透明液 より一定量をとり適當に稀繹してBertrand法 によ り還元糖を定量した.そ の結果は

葡萄糖 として原液1cc・ 中98・5 mgで あつた・次に同 じく原液 より一一定量をとり適當に稀繹し

常法の如 く盤酸 を加へて加水分解 し後Bertrand法 により還元糖 を葡萄糖として定量 したeこ

                   (48)
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れ は原液中の還元糖 と非還元糖の和に相當すべきものである・その結果 は原液1cc.中97・8 mg

であつた・この事は水浸出液中には非還元糖の存在せざることを示すものである・

 次 に還元糖の種類を決定する爲に原液50ccを とり約5倍 量の水で稀繹 し蛮基性酷酸鉛を加

へて沈澱物を除去 し,H2Sを 通 じて過剰のPbを 除 き沈降性炭酸石友で中和 し35。C以 下にて

減堅濃縮,血 炭にて脆色 して微黄色透明液を得た・これ より1cc・ 宛(葡 萄糖 として49.8mg含

有)を 探 りてPinoff反 慮, Seliwanoff反 慮を行ひ・たるに共に陽性であつた.帥 ち果糖の存在

を示す.そ こで この液を減璽濃縮 して黄褐色濃稠液 となし,こ れに就てNeuberg法2)に より

Methylphenylosazoneを 調製分離 して之が果糖のMethylphenylosazoneで あることを融黙の

測定によつて確認 したのである.更 に葡萄糖,ガ ラク トース,マ ンノース,ア ラビノース等の

存否 を確める爲に先づ豫備實験 として純粋の之等糖類を用ひて夫々のPhenylosazoneを 合成

して反慮経過を詳細に亘 りて経験 したる後,濃 稠液10gを 採 りてOsazon-test3)4)を行つた・そ

の結果Pheny191ucosazoneの 生成を認めたのである・之によつて花椰菓水浸出液中の還元糖は

果糖,及 び葡萄穂であることがわかつたのである,

   (d)八 重櫻の花,菜 種の花,花 椰茱のヴィタミン

 (1)動 物飼育試験:一 我が實験室にて小変全粒(70),山 羊乳(30),之 に萩の葉,其 の他の生

葉を加へたるものを主 とし,之 に繁殖を促進する爲に米胚芽,肝 油,及 びヱビオス等を適宜に與

へて健全に混食飼育せ る雌 白鼠 を母 として生れたる同腹の仔を夫 々の試験に用ゐた.生 後一ケ

月間は母鼠に哺育せ しめたる後,別 離 して小萎全粒,山 羊乳及び生葉 を以つて飼育し適當の艦

重に達つしたるものを試験用白鼠 とした・而して次の如 き配合飼料にて飼育してみたのである.

       カ ゼ イ ン           189

       小i萎 澱 粉    '689

       ク  リ  ス  コ            10g

       マツカラム氏混合肇類(no,185)    4g

 この混合飼料100gに つき各種乾燥花を圖中に示す量に與へてヴィタミンA,B複 合髄,及

びEの 給源 とした・別に市販ヴィガン トールを四日目毎に白鼠一頭當 り一滴宛 與へてヴィタ

ミンDの 給源とした・その飼育結果は八重櫻の花は第1圖 乃至第4圖 に,花 椰菜は第5圖 に,

茱種の花は第6及 び第7圖 に示す如 くである・攻に花を添加せす・他は全 く同様の飼料にて飼

育せる結果を示せば第8圖 の通 りで ある.2Pち,こ の二匹の白鼠は全身的に衰弱し叢育をなし

得なかつた.併 しA一歓乏症 も,顯 著なるB一歓乏症 も未だ認め得 られなかつた・然 るにその後

爽碗豆の花部 をこの飼料に添力hした所が白鼠はよく爽育することが出來た・(後 報)

                   (49)
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         第  1  圖

八重櫻の花をヴィタミンA,B一 複合燈,及 びEの 給源とした時の白鼠の成長曲線
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         第  2 ・圖

八重櫻の花をヴィタミンA,B一 複合盟,及 びEの 給源とした時の白鼠の成長曲線

 一→ 飼 育 日 敦
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             第   3  圖       ・

八重櫻の花をヴィタミンA,B一複合鐙,及 びEの 給源とした時の白鼠の威長曲線
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             第   4   圖

八重櫻の花 をヴィタミンA,B一 複合盟,及 びEの 絵源とした時の白鼠の成長曲線
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    ●

             第   5、 圖

   花椰英をヴィタミンA,B・ 複合髄・及びEの 給源とした時の白鳳の成長曲線.
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(混合飼料1009に 封 して)

                    fi  59  (    〃      4.49)
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            第   6  圖

 英種 の花をヴィタミンA,B・ 複合髄,及 びEの 給源とした時の白鼠o' nt長 曲線
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↑
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    -一一一一H'駈 勉 畷   1,9(鰍 物、して4.lg)
乾燥菓種の花(水 分17.65%)給 與 量:    ll 10.4g(  〃   8.6g)
   (混合飼料1009に 封 して)       置 159(  〃   12・49)
                    W   18g  (   〃      15 g)

            第 『 7  圖

 菓種の花をヴィタミンA,B一複合盟,及びEの 給源とした時の白鼠の成長曲線
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     -→ 飼 育 日 数

                    1 59(無 水物として 4.19)
乾燥菓種の花(水 分17.65%)給 與量:    { 10・4g(  〃   8.6g)   
(混合飼料1009に 封 して)       置 159(  〃   12・49)                    rΨ   

18g  (    〃      15 g)
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                第   8  圖

         花を添加せぜる混合飼料にて飼育した時の白鼠の成長曲線

         混 合 飼 料:

          カ ゼ イ ン  18g

          小 蛮 澱 粉 68〃

          ク リ ス コ 10〃   〃
o

          マツカラム氏  4ノ'

 (

   70

   50      イ   tz   20   Z9

      -→ 飼 育 El数

 (2)考 察:一 第1圖 乃至第7圖 に示す如 く菜種の花をヴィタミンA,B一 複合罷,.及 びEの

給源として與へたる時のみ雄の場合に3匹 の中2匹 はDonaldsonが 圖示せる白鼠の標準成長曲

線5)に比 して劣 りたる結果を示すが(第6璋1参 照),他 は何れ も標準,或 は それ 以上の焚育速

度を示 してゐる.勿 論,す べてA一歓乏症(眼 炎),B,一歓乏症 を呈ぜす,皮 膚,毛 並 も極めて良

好にて身罷に何 らの異歌を認めなかつた・且つ八重櫻の花をこれ らのヴィタミン給源 として與

へたる雌7匪 の中6匹 まで,同 様に花椰菜匿,茱 種の花匝の雌 も各 々妊娠,分 娩 し何れ も繁殖

力極めて旺盛であつた・樹 これ らの花を與へざるものは到底焚育をなし得ないことを實誰 し得

たが故に(第8圖 参照),八 重櫻の花,花椰菓,茱 種の花にはヴ・fタミンA,B一 複合罷(B・B2B6)及

びEの 作用を有するものが相當量存在することは確である・

 今3種 の花のこれ らのヴィタミン給源としての債値を比較 する爲に,順 調なる獲育と健康維

持に必要なる給與量 を示せぱ無水物として八璽櫻の花は8.69,花 椰菜は4,49に て充分にして

茱種の花は15gに て辛うじて標準嚢育速度に達す・帥ち花椰菓はヴィタミン給源 として三つの

中最 も優ることを知る・ この事をより明瞭にする爲に各碑より最 も嚢育経過良好な りし雄白鼠

                   (54)



        信濃,森 本 :花 に 關 す る 榮 養 化 學 (其の二)

1匹 宛をとりその成長曲線 を比較圖示すれば第9圖 の如 し.

 この結果 より成長促進因子B2(Lactoflavin)含 量の多少を比較推定して大過ないであらう・

帥ちヴィ タミンB2含 量 は花椰茱最 も多 く,次V、で八重櫻の花にし七菜種の花之は少き事を豫

想せしめる,

               第  9. 圖
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              3.要       約

(1)八 重櫻の花,菓 種の花,及 び花椰菜の一・般成分を定量 して主要成分は炭水化物 と窒素質

  物なることを知つた・

(2)現 今,最 も一般的に食用せ らるる花椰菜に就き,そ の窒素質物 と糖類に關して實験 した

  結果,窒 素質物の主膿は大部分,植 物の種實に存在する所謂貯藏蛋白とは異な りたる性質

  を示 し,水 溶性糖類として果糖,葡 萄糖 を検出し得た・
            ち の

(3)八 重 櫻 の花,花 椰菓,茱 種 の花 のヴィ タミンの給 源 としての便 値 を知 る爲に 白鼠 の飼 育

  試 験 を行 ひ次 の窯 を指 滴 し得 た.

 (a)以 上3種 の花何れ に も相當量 の ヴィ タ ミンA,B一 複 合髄(B1, B・, B6),及 びEの 作 用

   を有 する ものが存在 する・

 (b)ヴ ィ タミンB2(Lactoflavin)の 含 量 は花 椰菓最 も多 く,吹V・ で八 重櫻の花 に して楽種

   の 花 には少なか らんと推定 した・

 絡 に臨 み雫素,御 懇 篤な る御指 導 を賜 りつつあ る近 藤金助先生 に封 して厚 く感謝 の意 を表 す

る次第で あ る.
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